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　これまでに、演目の解説が聞ける「イヤホンガイド」は歌舞伎座で
採用され、離れた場所でも有線音楽を楽しめるよう楽曲表示機能など
を搭載した「リモコンスピーカー」はＵＳＥＮへ納品しています。
　また、高齢化社会への貢献として聴力低下でお困りの方へ「音の悩
み」をサポートする高音質スピーカーを内蔵した「サウンドスキップ
マルチ」なども手掛けています。

【これからの夢または目標】
　無線業界がアナログからデジタルへ移行し、時代は大きく変わって
きています。電波は国民の財産であると言います。デジタル無線技術
を使ってその財産を最大限社会貢献できる企業に育てたいと言う思い
は設立当初から変わりません。デジタル無線技術に、あらゆる分野で
色々な可能性が見えてきている昨今、これまでもそうであった様に、
諸情勢を見守りつつ、今後も日本と中国の架け橋となるよう、Ronkジ
ャパンの得意技術を投入して行きたい。そのためにも、今は、自社製
品の営業活動に力を入れたいと語る高山さんです。

【取材を通して】
　2009年10月に取材させて頂いてから約10年が過ぎましたが、その
時と変わらない情熱とパワーを感じました。当時と変わらずお忙しい
日々を送られていますが、スタッフの山口さん、小山さんのお陰で、
新たな開発に注力出来ることを嬉しそうに話されている高山さんが印
象的でした。（SIC荻島）

Ronkジャパン株式会社
SIC-2　208号室
URL : https://ronk-jp.com/
お問い合わせ：ホームページよりお問い合わせください。

【代表プロフィール】
Ronkジャパン株式会社
代表取締役　高山　建（たかやま　けん）
1964年中国・上海出身、相模原市在住の55歳。

【起業しようと思ったきっかけ】
　高山さんは上海の大学で電子工学を学び、５年間宇宙開発関連の実
務に携わり、研修生として来日しました。大手電機メーカーで日本の
モノづくりを学び、日本に留まることを選択。その後、大手電機メー
カーで、中国市場の開拓など日本企業の中国進出を後押しするような
仕事をされた事で、中国と日本の架け橋としてのビジネスの可能性を
感じ、2000年には日本国籍を取得し、2006年1月にRonk上海、同年6
月にRonkジャパン株式会社を設立しました。
　上海にスタッフが8名、日本にスタッフが2名、上海とはほぼ毎日
Skypeで打ち合わせをしながら事業を進めていますが、時々刻々と変
わり行く中国情勢を睨みながら毎月のように日本と上海を行ったり来
たりと、忙しい日々を過ごしています。

【事業紹介】
　創業時は、中国人エンジニアの人材派遣、メカトロ機器や電子機器
部品の受託開発などを手掛けていましたが、派遣業法改定など環境の
変化によって苦戦の連続でした。そこから、“強みを伸ばそう。自社
の強みを活かしたオリジナルの製品開発をしよう！”と決断し、デジ
タル無線技術を活かした製品開発に集中した結果、デジタルワイヤレ
スの常識を破るデジタル低遅延無線モジュールを開発し、国内中堅音
響企業で採用されました。
　デジタル無線通信は、ノイズが無くクリアな音質が特徴ですが、
送受信時のアナログとデジタルの変換で遅延が発生する課題に対し
て、同社では、業界最高水準の低遅延0.6ｍSの極めて遅延が少ない
モジュールを実現しています。
　現在、デジタル無線技術をベースに次世代のデジタルワイヤレスイ
ンカム、デジタルワイヤレスガイドシステム、デジタルワイヤレスマ
イクなどのデジタル無線商品、「低遅延2.4GHzワイヤレスヘッドフォ
ン」の開発、製造、販売を行っています。

SIC に入居されている企業様をご紹介します。その１６０

「中国と日本の架け橋として貢献できる企業へ」

>>> SIC-２ Ｒｏｎｋジャパン株式会社 

　　　　小山さん　　　　　　　　高山社長　　　　　　　　　　山口さん　　　　　

←
日本最軽量のワイヤレスガイドシステム
（軽量・小型・ノイズの入らないクリアな
デジタル音質が特徴：ノイズ除去技術）

→
デジタルワイヤレスヘッドフォン

（低遅延技術）

業務用カラオケマイクシステム（低遅延技術）
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春です！SIC近くの橋本公園に咲く河津桜は六分咲きぐらいでしょうか。今日から卒業式が始まりました。明治時代のはじめは西洋に
追いつけと学校は9月始まりだったそうですが、大正に入ると政府の会計年度が4～3月になったため、入学時期も4月へと変わってい
ったそうです。桜が咲く頃の新学期は日本独特。「会うは別れの始め（別れがあるからこそ、人の出会いは財産になる）」と言いま
す。春でも秋でも何時であっても大切な時であることに変わりありません。でも、グローバルな進学には少し問題がある？!         荻島

　　　　　　　　　　　○今月の掲載記事紹介○
　２月の新聞紙上に掲載された企業をご紹介します。ご紹介する記事
は、SIC-1 と 2 に掲示していますので、ご覧ください。
　
　２月 10 日（日）　髙瀨総合法律事務所　         かながわ経済新聞 -
　　　　　　　　　-従業員の解雇について①-

開催内容等、詳しくは SIC ホームページをご覧ください。

ものづくり補助金説明会

 ( 国 30 年度補正予算）
　「ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金（ものづくり
補助金）」の公募が開始されました。
　市内企業の申請支援を目的に、次のとおり説明会を開催いたしま
す。当日は個別相談会も開催し、前回のものづくり補助金採択支援
の実績を基に、認定支援機関である市内産業支援機関が補助金採択
に向けた相談・支援を行います。
　申請をご検討されている方は、是非ご参加ください。
◆橋本会場
＜日時＞　平成 31 年 3月 5日（火）14:00 ～ 16:00
＜会場＞　サン・エールさがみはら ホール
＜対象＞　相模原市内企業
＜定員＞　150 名

◆相模原会場
＜日時＞　平成 31 年 3月 11 日（月）14:00 ～ 16:00
＜会場＞　相模原市立産業会館 1F 多目的ホール
＜対象＞　相模原市内企業
＜定員＞　150 名

◆両会場ともに
＜内容＞　①ものづくり補助金の概要
　　　　　②申請書作成のポイント
　　　　　③先端設備導入計画について
　　　　　④認定支援機関確認書の発行について

＜第 2部＞　個別相談会※希望者のみ、要事前申込
＜お申し込み方法＞
相模原市産業振興財団のホームページより申込書（PDF) をダウン
ロードし、必要事項をご記入の上、相模原市産業振興財団まで、
FAX（042-759-5655）または E メール（monodukuri@ssz.or.jp）に
てお申し込み下さい。

　詳細・ダウンロードはこちらから → https://www.ssz.or.jp/archives/5530

※説明会へのご参加、個別相談のご利用には事前申込が必要です。
※公募が開始された場合は、下記の神奈川県中小企業団体中央会の
HP から公募要領と申請書様式をダウンロードして当日お持ちくださ
い。https://www.chuokai-kanagawa.or.jp

The HINT No.43 ( SIC ミニセミナー）

増税前にしっかり理解‼

いまさら聞けない“消費税”の仕組みと実務

　2019 年 10 月に消費税の増税が予定されている中、軽減税率や経
過措置といった言葉を目にする機会が増えてきました。「具体的に何
がどう変わるのか、自社でどのような対応が求められるのか、漠然
と不安を抱えている」といった声が多く聞かれます。一方で「実は
そもそも消費税制度の仕組みをきちんと理解できてない」そんな声
も耳にします。
　そこで、今回のHINT セミナーでは、税理士の天野氏を講師に迎え、
消費税制度の仕組みと実務について、今後の増税を見据えた留意点
も交えながらお話をいただきます。

　【講師】 
　　天野俊裕税理士事務所　
　　　　　　代表　天野 俊裕 氏

　税理士事務所勤務を経て、平成 16 年に
　税理士登録。その後、平成 18 年度より
　独立・開業。法人税や消費税、経営分析
　等を得意とし、日々地域の企業・経営者
　を税務面からサポートしている。

☆ ☆ ☆参加される方へ ☆ ☆ ☆ 

　　■消費税の軽減税率については、現時点で実務上の不確定事項
　　　 も多いため、個別の判断についてセミナーの場では断定的な
　 　　説明や回答ができない場合もございますので予めご了承く
　　　 ださい。
　　■当日は自社の決算書が “税込方式” 又は “税抜方式” のどち
　　　 らを採用しているか事前にご確認ください。

● 日時：平成 31 年 3月 20 日 ( 水 )　17:30-19:00
● 会場：SIC-2　大会議室
● 対象者：SIC 入居企業様
● 参加費：無料（定員 20 名）
● お問い合せ先　担当：樽川・片山（SIC-１)

施設担当から
　いつもセンターの運営にご協力をいただき、ありがとうございます。3 月は多くの施設点検や部品交換で皆様にご迷惑をお掛けいたします。
SIC-1 では、3月 16 日（土）に電気設備部品交換による全館停電、SIC-3 では、3月 23 日（土）に給水ポンプ交換による全館断水がございます。
ご不明な点等がありましたらご連絡ください。　担当：SIC-2 大谷（内線 2006）　Tel.042-770-9119

SIC-２増築棟
入居企業を
募集中です！

「SIC 空き室情報」
　SIC の空き室情報です。
○スモールオフィス：数名での事業活動に最適な
　オフィスとしてご活用いただけます。

　増床・移転をご希望の方はご検討ください。
※ お問い合わせ先　担当：大谷・稲垣（ SIC-２ ）

空き室情報！
SIC 空き室情報（平成 31年３月１日現在）※お気軽にお問い合わせください。

SIC-1　 △スモールオフィスＡ（23.6 ㎡）　314 号室

　　　   △スモールオフィスＡ（23.6 ㎡）　305 号室
　　　　　※2019 年 4月以降入居可能
　　　   △スモールオフィスＡ（23.6 ㎡）　312 号室
　　　　　※2019 年 5月以降入居可能１５２日

ＳＩＣ-２増築棟完成まで、

SIC-2 増築棟完成までのカウントダウン！！


